
収入額・需要額調書について（記入例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出日時点の情報を記入する。 

住所の（ ）には令和４年末時点の住所を記入。 

提出日時点と同じ住所であれば記載不要です。 

令和４年１２月末 

時点の情報を記入 



【記入上の注意事項】 

1. この書類は、就学奨励費の支給を受けるために必要なものです。太枠の着色部分に正確に記入（鉛筆や、消せるボールペンでの

記入は不可）してください。（※の付してある欄は記入する必要はありません。）                     

所得等は教育委員会で確認し、記入しますので、調書の右下の同意欄に承諾の署名してください。 

 

2. 住所はこの調書の提出時点のものとし、令和４年１２月末日時点の住所と異なる場合は、住所欄の下の（  ）内に令和４年１

２月末日時点の住所を記入してください。 

 

3. 世帯の状況の欄は、令和４年１２月末日現在の世帯の状況を記入します。 

したがって、「満年齢」、「在学学校名、学年（特別支援学級通学の有無）」の欄も令和４年１２月末日現在の状況により記入する

こととなります。 

 

4. 令和５年１月１日時点で東広島市に住民票のない方は、収入額･需要額調書に、令和５年１月１日時点で住民票のある市町村で

発行される市県民税課税台帳記載事項証明書（次の２点の内容が記載されたもの）を添付してください。 

（１） 令和５年度に納付すべき県民税及び市民税の課税の基礎となった令和４年１月から令和４年１２月までの同一生計世帯の

世帯員全員の総所得金額、退職所得金額及び山林所得金額 

（２） 前記の県民税及び市民税の課税に当たって所得控除された社会保険料、生命保険料、地震保険料、ひとり親控除及び寡婦控

除の金額 

 


